
1． は じ め に

日本ユニシスは，ITソリューション事業として「.NETビジネス」を立ち上げ，2002 年～2004

年の 3年間連続で.NETに最も積極的な ITベンダであるとの市場評価を得ている（CPP社調

査より）．.NETビジネスは，Windows サーバ製品群を使用した SI（システムインテグレーシ

ョン）を手広く展開し，システム構築売り上げを拡大する，というテクノロジドリブンなビジ

ネスではない．顧客の経営戦略に合致した IT戦略を描き，顧客価値を創造するビジネスモデ

ルを具現化するためのシステム・グラインドデザインを構想し，それを実装するソリューショ

ンやサービスを提供する事業である．

筆者は，本事業の推進責任者として，2002 年 7 月～2004 年 9 月に至る間の事業立ち上げを

担当した．当該事業の立ち上げにおいて，全体使命を達成するため P 2 M（Project & Program

Management for Enterprise Innovation）のマネジメントフレームワークを使用し，事業価値

創造を具現化する“プログラムマネジメント”を実践した．

日本ユニシスは，どうやってこの.NETビジネスを立ち上げたか？ .NETテクノロジを駆

使し，顧客価値創造を目指したソリューションの提案を行い，提案内容を実装する SI に連鎖

し，一つのサービスビジネスとして収益基盤の確立に至るまで，どのような事業創造のシナリ

オがあったのか？ .NET関連サービスの構想の土台となったビジネス・スキームについて，

プロファイリングというマネジメントの視点から言及する．
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要 約 本特集号に納められている論文は，.NETテクノロジを実システムに適用した体験を

まとめたものである．本論は，二つのことを目的に書かれている．一つは，日本ユニシスの

.NETテクノロジを適用したサービスビジネス胎動の背景や，.NET関連サービス展開の土

台となったビジネス・スキームについて，事業立ち上げにおけるマネジメント的視点から解

説することである．これは，本特集号を興味深く読んで頂くためである．もう一つは，そう

したビジネス・スキームを実装したシステムやサービスを具現化したソリューション，開発

方法，サービス事例について概観し，本号に掲載した論文の有効性について言及することで

ある．

Abstract This report describes two things as its purpose. One is to explain the business scheme that be-

came the foundation of the background of the service business movement and development of service re-

lated to .NET that applies the .NET technology of Nihon Unisys from the viewpoint of management in the

business start―up. The whole will be able to be read being interested by reading this report. Another is to

take a general view of the solution, the development method, and the service case, and to refer the effec-

tiveness of the thesis published in this collection.
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そして，そのビジネス・スキームを実装したさまざまなシステムやサービスを概観し，本号

に掲載した基盤技術，ソリューション，開発方法，サービス事例に関する諸論文の有用性につ

いて言及する．

2． .NETビジネスとは

.NETビジネスという言葉の「.NET」とは何かをまず説明する．2001～2002 年，マイクロ

ソフト社は，デスクトップ PC市場の成熟を鑑み，サーバ SW市場に新たなビジネスチャンス

を見出そうとしていた．マイクロソフト社は，MSプラットフォーム上のアーキテクチャを再

構築し，ブロードバンドとWebサービスによる次世代インターネットビジネスを実現するビ

ジョン「.NET」を打ち出し，そのビジョンを具現化したWindows 2003 サーバ製品群のリリ

ースを開始した．

「.NET」とは，マイクロソフトが次世代インターネットの情報環境にむけて実現する新しい

ビジョンであり，また，マイクロソフトが将来Windows プラットフォーム上で提供する製品，

サービスすべてにおいてWebサービスをはじめとする先進テクノロジの新奇性をブランド想

起させるための概念用語（コンセプチャルワード）である．

それでは，.NETビジネスとは何か？ .NETビジネスとは，.NETテクノロジを駆使し，日

本ユニシスに新しい収益基盤をもたらす一連の価値創造活動を意味する．.NETビジネスは，

顧客価値創造提案を行うべく様々なビジネスモデルを具現化する．ビジネスシステムをグラン

ドデザインし，そのグランドデザインを.NETテクノロジベースのソリューションやサービス，

SI で実装する価値創造型のビジネスと言える．

3． 事業立ち上げへの P 2 Mプログラムマネジメントの適用

多くのプロジェクトは独立した技術システムの構築に焦点をしぼり，それを実現するための

単一プロジェクトを定義，組閣する．たいていの場合，プロジェクトマネジャ（以下，PMと

称す）の役割はそうした技術システムの構築を範囲とし責任をもつことに限定されている．し

かしながら，ビジネスの立ち上げは，技術システム構築プロジェクトと同様なプロセス，体制

ではうまくいかない．なぜならば，ビジネスとして価値創造スキームを確立するには，価値連

鎖とその循環を生み出し，そのビジネスが駆動・回転することで企業の収益基盤が形成されな

ければ事業として根付くことはないからである．

事業の立ち上げで，ビジネスとしての差別化優位性に立脚し，戦略を描き，その戦略を実装

するビジネス・アーキテクチャとシナリオを構想し，各種の経営資源を制御して実践する体制

が必要になる．この体制は，決して単一機能のプロジェクトで実現できるものではない．複数

の役割・機能を多数のプロジェクトがそれぞれ担当し，有機的に連鎖・連携し，ビジネスの創

造という全体使命に向かってベクトルをあわせ，一体化して走っていけるような体制が必要な

のだ．

P 2 Mでは，「全体使命を実現する複数のプロジェクトが有機的に結合された事業」のこと

を“プログラム”と定義し，「全体使命を達成するために，外部環境の変化に対応しながら柔

軟に組織の遂行能力を適用させる実践力」のことを“プログラムマネジメント”と定義してい

る．そして，プログラムマネジメントを実践する人物を“プログラムマネジャ”と呼ぶ．プロ

グラムマネジメントは，複数のプロジェクトを有機的に統合し，プロジェクト間の目標整合性
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を高めることによって全体最適を実現し，複数プロジェクトの全体価値を向上させることを目

的とした手法なのである．

筆者は，プログラムマネジャとして，.NETビジネスの立ち上げを“.NET事業プログラム”

という事業創造シナリオに仕立て，この事業をうまくランディングするためのビジネス・アー

キテクチャをデザインした．事業推進を 3年間実践した結果.NETビジネスは立ち上がった．

P 2 Mのプログラムマネジメントを事業立ち上げに適用することは，技術を活かしたビジネス

の立ち上げ，つまりはMOT（Management Of Technology）の実践につながると言える．

プログラムマネジメントのマネジメント・フレームワークには，プロファイリングマネジメ

ント，戦略マネジメント，アーキテクチャマネジメント，プラットフォームマネジメント，プ

ログラムライフサイクルマネジメント，価値指標マネジメントの六つがある．.NETビジネス

立ち上げの成功は，そうした一連のプログラムマネジメントのマネジメントフレームワークを

全てバランスよく実施できたことにあると言っても過言ではない．

4． プロファイリングマネジメント

“プロファイリング”とは，ビジネス構想の初期過程で現状の複雑現象から洞察力によって

見抜いた問題をミッションとして明確に規定するプロセスである．プロファイリングマネジメ

ントは，「ありのままの姿」から洞察した全体使命の意図を多元的に解釈し，幅広い価値体系

に表現し，「あるべき姿」を追求してミッションを実現可能なシナリオ形式にまで展開する実

践力である．

P 2 Mの監修者であるシドニー工科大学の小原教授は，プロファイリングについて，「平成

16 年度プロファイル委員会報告書」において次のように説いている．

『プロファイル（profile）とは，人物の横顔，シルエット，全体の輪郭や外形，歴史など実

際描写や建築の側面図などを意味する．プロファイリング（profiling）は，入手した情報を手

がかりにまだ「明らかでない」対象の「全体を探る」能力である．我々は，社会生活のなかで

無意識のうちにプロファイリング，つまり「全体を探る」能力を使っている．例えば，政治家

は，選挙の季節になれば，「あるべき社会」に熱弁を奮い，その是非で当選，落選が決まる．

経営者は新しいビジネスチャンスを情報やアイディアを手がかりにして発展する自社の姿を描

き，株主や社員から経営能力の信頼を得ている．プロファイリングは，犯罪捜査の手法を意味

する用語であり，現場や観察者の情報，物証分析による断片的現象や情報を手がかりに，犯人

候補の中から証拠を根拠として発言や説明にある矛盾や対立を突き，犯人像を究明する．つま

り，科学と直感を融合させ，全体を探り的確な本質を見抜く問題解決型の思考と行動である．

プロファイリングは，行政，産業，企業などあらゆる分野で基礎的な必須知識となってきた．

プロファイリングとは，特異現象や断片情報を手がかりに，その背後に潜む全体像を追求して，

課題発見と課題解決に糸口をつける知的作業である．』

つまり，プロファイリングマネジメントは，与えられた全体使命を達成すべく，事業全体の

あるべき姿を描き，事業全体像の形成と方針とを直結し，ビジョンとミッションから事業スキ

ームのグランドデザイン，事業創造を描き実現シナリオを作るマネジメントフレームと言える．

5． .NETビジネス プロファイリングマネジメント

本ビジネスの推進にあたり，ビジネス目標の達成に必要な機能，実施スキームとプロセス，

.NETテクノロジ適用 （5）5



フレームワークなど，一連の価値創造活動を複数のプロジェクトの連携・統合で実装する

「.NET事業プログラム」を設計した．

プロファイリングマネジメントでは，こうした全体使命を事業として実現するために，あり

のままの姿からあるべき姿にむかうシナリオを明らかにする．そして，事業関係者に向けてそ

のシナリオを可視化する．プロファイリングマネジメントの実践は，使命形成，使命展開，使

命記述の三つのプロセスから構成される．

5．1 使 命 形 成

最初のプロセスである使命形成では，本事業プログラムのミッションをわかりやすく表現す

る．P 2 Mでは使命形成を 1）ミッション記述，2）コンテキスト分析，3）目的・目標の連鎖

という三つの要素で構成している．

1） ミッション記述

“ありのままの姿”から“あるべき姿”へと変革した後の成功イメージを文章表現する

ことが，ミッション記述をする上では重要である．.NET事業を推進する上で，日本ユニ

シスのありのままの姿とは次のような外部環境／内部環境を背景とするものだった．

日本ユニシスは，メインフレーム系ビジネスに依存していた収益構造をオープン系ビジ

ネス中心の収益構造へと大きく転換する必然性に迫られていた．数年前よりオープン系の

収益を支える柱はUNIXとWindows が中心的存在であり，ここ 1～2年で Linux という

もう一つの柱もできつつある状況だった．UNIXベースのビジネス収益は立派に成立して

はいたものの，JAVAベースでの SI ビジネスはすでにコモディティ化していた．

すべての SIer が参戦する JAVAのソリューションビジネス市場は低価格競争に陥り，

独自の競争優位性を示すことが難しくなっていた．そうした参入障壁の低い領域における

SI ビジネスについては現状維持で進むことを余儀なくされていた．新しい収益源確立の

ために，市場ポテンシャリティが高いWindows.NETテクノロジを利用する SI 事業に進

路をとり，経営資源を集中させ，先行優位に立てるかどうかを検討するに至った．

日本ユニシスは，数年前よりWindows による大規模ミッションクリティカルシステム

の構築実績も積み上げてきていた．Windows 基盤上でメインフレーム級のミッションク

リティカルシステムを構築できる自社の強みをこの.NET事業に活かそうと考えたところ

に本事業創造に踏み切るきっかけがあった．

以上のことから，“ありのままの姿”とは，『メインフレーム販売中心の利益構造をもっ

た会社，UNIXベースのビジネスでは厳しい価格競争の中で SI ベンダとして生き残るこ

とが難しい経営環境にある会社』だということがわかる．一方，“あるべき姿”は，『.NET

という新しい技術シーズをもとにしたソリューションビジネスで新しい収益基盤を確立

し，新たな成長戦略により売り上げを拡大していく会社』となる．

.NET事業に課せられたミッションステートメント，つまり，全体使命は，『主要なサ

ービスビジネス基盤の一つとして全社展開を図り，関連ビジネスを拡大することにより，

日本ユニシスの収益向上に資すること．』であった．

プログラムマネジャは，このミッションステートメントをもとにし，あるべき姿にむか

ってどのようになりたいのか事業創造について具体的にイメージし，「リアルタイムエン

タープライズを目指すお客様のシステム将来構想を描き，お客様の価値創造活動とそれを
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支える ITインフラストラクチャの実現に.NET製品／技術を駆使し SI を実践する．そし

て，お客様のリアルタイムビジネスを支える IT基盤，ビジネスソリューションを実装す

るために.NET製品／技術を駆使して SI を実践し，最適な ITパートナーを目指す．」とい

うミッションステートメントに置き換えた．

2） コンテキスト分析

コンテキスト分析では，ミッションの全体を理解するために解釈を掘り下げていく．

.NETプラットフォームは，マイクロソフトが提供する製品，サービス，技術すべてを

包含し，次世代インターネットの情報環境でシェア優位にたつ可能性が高い．業界のリー

ダが示すビジネス戦略に追随することは，日本ユニシスのシェア／ビジネス規模の拡大と

いう点でも大きな可能性を秘めている．市場を占有する可能性の高い技術を早くから取り

入れ，.NETに対する顧客ニーズが最大化する時機に備えることは SI ビジネスを収益基

盤とする日本ユニシスにとって大きな意味をもつ，と考えた．

ミッションを掘り下げて解釈し，そのミッションを事業として遂行していくその先に，

将来に，いかなる“ありたい姿”や“あるべき姿”があるのかを描くこと，実現したいイ

メージを具体的なコンテキストとして表現する．事業成功の可能性を，仮説がうまく成り

立つことを考えながら“あるべき姿”として文章化する．

プログラムで創造し得る価値は複数存在する．“ありたい姿”や“あるべき姿”となっ

たときに生じ得る価値項目を具体的に列記し，さらにコンテキストを可視化する．本事業

を推進することでもたらされる事業価値を，顧客，自社，マイクロソフト社という三つの

観点から捉えていた．

顧客にもたらす価値としては，開発コスト低減，TCO低減，システム使用性の向上，

ビジネス・パフォーマンスの向上，スケーラビリティの向上，システム相互運用性とセキ

ュリティの強化，新しいビジネスモデルの創出などがあった．

自社が獲得し得る価値としては，サービスビジネス機会とプラットフォームビジネス機

会の獲得，自社及びパートナー企業のソリューション提供による収益，便益，新しいマー

ケットへの参入，新規顧客を獲得する機会などがあった．

マイクロソフト社が獲得し得る価値としては，マーケットでの.NETの迅速で幅広い採

用による各種便益，重点ビジネスのためのソリューションの派生や産業専門知識の獲得，

エンタープライズ分野でのWindows プラットフォームの実績向上，拡張性・信頼性・

Windows プラットフォームをサポートする高いシステム技術実行性の向上などがあった．

3） 目的・目標の連鎖

コンテキスト分析で示した価値項目から，ロジックツリー分解して複数の目的，目標，

方針を纏め上げる．.NET事業推進の目的は，日本ユニシスの SI サービスを介した付加

価値提供による顧客価値／満足度の向上を狙いとする以下四つであった．

① .NETビジネス・プレイヤーとしてのブランド確立

② .NETプラットフォーム上での SI 事業展開による収益の向上とシェア拡大

③ .NETプラットフォーム上で革新的なWebベースのソリューション（Webサービス

を含む）を先駆的に企画・開発・提供することによる競合他社との差別化

④ .NET技術者育成
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図 1 経営力（価値総出力）強化展開図

5．2 あるべき姿を描く

P 2 Mでは，あるべき姿を俯瞰力と洞察力をもって描く際に非常に有効なフレームとして，

「価値創出力＝経営力」俯瞰・洞察のためのフレーム P 2 M VWM OWモデルが小原重信教授

と渡辺貢成氏によって考案されている．このフレームを使用すると，経営力の向上という視座

で事業を見つめ，あるべき姿に導くには何をしたらよいのかを整理して考えることができる．

.NET事業のあるべき姿，つまり経営力（価値創出力）強化展開についてあるべき姿を整理

してみると，図 1のようになる．図中にある①～⑧の経営力構成要素とは，.NETビジネスで

は何を意図するものなのか具体的に記す．これらが，一連の.NETサービスビジネスのスキー

ムを体系化したものである．

① 顧客関係性構築力（顧客に対する関係性開発力）

・日経BP顧客満足度調査で総合力No.1 を維持する．

・XMLコンソーシアムの技術部会で技術的先駆者となる．

・Microsoft 社との緊密なアライアンスにより.NET SIer として高い信頼を得る．

② マーケット開発力（健在・潜在ニーズ摘出能力）

・ユーザベースが拡大する．

・.NET関連システム構築で高い評価を得て新規ユーザを獲得する．

・.NET関連ソリューションに対するニーズを捉えている．

③ 販売開発力（売り方の開発能力）

・.NET関連のプロモーションで業界内で目立つ存在となる．

・.NET専任組織で販売支援が展開できる．

・.NET関連セミナーを開催し集客，受注拡大ができる．

④ 商品提供力（QCD時代からの脱皮．価値提供機能拡充力）
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・.NETに関するTOP SIer として認知度No.1 となる．

・.NET専任組織で.NETビジネスを駆動・牽引できる．

⑤ サービス提供力（価値を作るサービス．機能考案力）

・顧客ニーズにもとづいた.NETソリューションが提供できる．

・高い技術力，システム構築力を提供できる．

・.NET高技術者集団が存在する．

⑥ 経営資源活用力（経営資源の有効活用）

・資源を専任組織に集中・集約し，的確なソリューションビジネスが展開できる．

・事業推進に必要なあらゆる情報を一極集中させた情報共有基盤がある．

・.NET技術者コミュニティが存在する．

⑦ 組織活性化力（企業のプロセス改善能力）

・ビジネス的視点をもった自立組織が確立する．

・高い問題意識・問題解決能力をもった技術者集団が存在する．

⑧ 価値創出機能組織力（機能に関する組織熟成度）

・ビジネス・パフォーマンスを可視化し，事業の成功度合いがわかる．

・事業目標を達成し，新しい収益基盤が確立する．

・本事業を推進することで関連技術やソリューションとしての知財が形成される．

・差別化競合優位となる技術コアが存在する．

図 1のような経営力強化展開図を描くと，あるべき姿を経営的視点から捉え構想を整理する

ことができる．経営力強化展開図によるあるべき姿の表現は，プロファイリングマネジメント

において非常に有効である．

5．3 使 命 展 開

使命展開では，具現化にむけて使命をさらに深く解読し，使命実現のための問題解決策を提

案し，問題解決にむけ対応策の優先度を検討する．

.NET事業プログラムの使命を具現化するために，プログラムで具備すべき機能の洗い出し

を行った．当初洗い出した主な機能には，以下のものがあった．

① .NET事業全社戦略／実行計画策定と推進

.NET事業プログラムの戦略シナリオを描き，そのシナリオを具体的な実行計画に展

開する．

② マーケティング（4 P戦略策定と推進）

市場ニーズの分析や競合他社の状況調査，具体的にどのような ITソリューションを

顧客ニーズと仮説にもとづき企画・開発すればよいかなどの製品戦略を策定する．プロ

モーションやプライシング戦略の策定と実践，販路拡大のためのアライアンス戦略等を

検討する．

③ ブランディング戦略策定と推進

「.NETなら日本ユニシス」のブランドを形成するための各種ブランディング戦略を

策定する．メディア活用戦略を策定し，対外的エヴァンジェリスト活動を展開する．

④ 社内教宣及び社内エヴァンジェリスト活動

.NETテクノロジベースの ITソリューション事業を推進することに対する社内理解
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の促進と抵抗勢力への対応策を検討し，適切な策を講じる．

⑤ .NET関連技術者養成

.NETソリューションビジネスを拡大するための技術者育成戦略と育成スキーム／シ

ステムを確立し，育成活動を展開する．

⑥ 製品評価とプルーフオブコンセプトの確立

.NET関連製品の評価とそれらのプルーフオブコンセプトを確立し，利用技術や適用

ノウハウを蓄積する．

⑦ R&D（開発方法論，アーキテクチャの提供）

.NET関連技術を使用するシステム構築における開発方法論やノウハウ，アーキテク

チャ・テンプレートを企画・開発し提供する．

�コンポーネント指向の開発方法「LUCINA� for .NET」
�ポータル専用フレームワーク「LUCINA� Portal Express for .NET」

⑧ ITソリューションサービスの開発

.NETテクノロジをベースとする各種ソリューションやコンサルティングサービスを

企画・開発し，提供する．代表的なソリューションとしては次のようなものがあった．

�.NET対応のミッションクリティカルシステム構築・運用支援ミドルウェア
「MIDMOST� for .NET」

�.NET Framework に対応したWebアプリケーション構築ソリューション「Bizac-
tion�」

�情報・ノウハウ共有システム生成ソリューション「Knowledge Web Board」
�業種別ソリューション（DMソリューション，官公庁向け文書管理システム，ほか）

⑨ .NET関連サービス・デリバリ

適用技術支援サービスやシステム構築サービスを提供する．

⑩ 営業支援，技術支援

受注獲得支援，提案書作成支援，技術支援を実施する．

⑪ 情報共有基盤の確立

.NETビジネスに関与する者総てが情報共有するシステム基盤を構築し運用する．

5．4 使 命 記 述

使命記述では，事業を意図してありのままの姿からあるべき姿に向かうシナリオを作成する．

事業具現化にむけたストーリーを描く．具体的には，前述の機能を個々のプロジェクトで推進

するためのビジョンを描き文章化したり，事業プログラムの実行計画書を作成したり，事業プ

ログラムの中で市場動向や顧客ニーズを鑑み，仮説をたて ITソリューションサービスのビジ

ネスプラン（採算計画）を作成し，実現可能性を検討することを行った．

.NET関連の技術シーズを活用するソリューションの企画・開発や，ITコンサルティングサ

ービスの企画・開発，それらの採算性の検討はこの段階で行われ，.NETビジネス・スキーム

を実装するサービス各種がここで定義された．サービスの例を挙げると次のようなものである．

�XML Web サービス コンサルティングサービス各種

�ミッションクリティカルシステム基盤構築サービス
�EIP コンサルティングサービス各種
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�EAI コンサルティングサービス各種
�マイグレーションサービス各種

こうしたサービスを具現化し，実践した結果を考察している論文を本特集号で掲載している．

6． システムとサービスの具現化

.NETビジネス・スキームに基づいたシステムの実装とは，すなわち日本ユニシスにおいて

.NETビジネスがスムーズに立ち上がるためのしくみ作りであった．具体的には，情報共有基

盤の構築や，社内外プロモーション活動，.NETテクノロジに精通し SI やソリューション開

発のコンピテンスを高めていくために大量に技術者を育成するしくみ作り，技術者同士が有効

な.NET関連の利用技術や体験談を語り交わし，相互に.NET関連技術の研鑽をはかるコミュ

ニティWebサイトの運営などがそれに該当する．

サービスの実装とは，それをやることでいかなる価値を創出し対価をもたらし財をなすかと

いうバリューチェーンを構想・計画し，実践するビジネスシステムのことである．前章で記し

たように.NETテクノロジを使用するソリューションの開発やそれを使用した SI ビジネスプ

ランの策定，コンサルティングサービスの開発などがこれに該当する．

本特集号では，技術動向紹介論文である「.NETの本来の姿と現状，そして日本ユニシスの

.NET」を初めとして，.NETビジネス・スキームで実現した各種サービスの中核となる.NET

技術について書かれた論文を要素・基盤技術，ソリューション，適用事例の三つに分類し掲載

している．

1） 要素・基盤技術

.NETテクノロジのいかなる技術シーズに着目し，サービスビジネスの中核に据えたか

が，このパートに位置する論文でわかる．「.NET技術を利用したシステム連携」では，

システム連携にXML Webサービスを使用することのメリットや.NET技術を利用してシ

ステム連携の典型とも言えるEAI や BPMを実装する場合の知識や考え方を紹介してい

る．豊富な.NETによるシステム連携の実装経験をもとに具体的な開発上の留意点などを

記しており，.NETでのXML Webサービスの実装を手がける技術者には有効である．日

本ユニシスでは，XML Webサービス コンサルティングサービスやEAI コンサルティ

ングサービスを，こうした実践経験やノウハウをもとに提供している．「サーバ統合に向

けた仮想サーバ技術の活用」では，仮想サーバソフトウェア「Microsoft Virtual Server

2005」にフォーカスし，そのソフトウェアが提供する仮想サーバ技術とサーバ統合実現に

向けた仮想サーバ技術の適用シナリオについて紹介している．「開発方法 LUCINA for

.NET ―開発プロセスとアーキテクチャの策定」は，日本ユニシスのコンポーネント指

向開発方法「LUCINA� for .NET」の開発プロセスやその特長，開発作業上のポイントや

アーキテクチャの詳細化について紹介している．日本ユニシスは，LUCINA for .NETを

活用することで開発技術リスクを最小化し，品質確保や開発生産性の向上を実現している．

.NET Framework をベースとする開発方法 LUCINA� for .NETは，日本ユニシスにおけ

る.NET関連のシステム開発，ソリューション開発で数多く適用されている．マイクロソ

フト社における.NETの今後の展望が伺えるのが「.NETが実現するこれからの情報シス

テムモデル」である．.NETが掲げるビジョン，この 5年間でどのように.NETが進化し

そのビジョンを実現してきたかについて言及している．サービス指向に代表されるこれか
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らの ITライフサイクル，アプリケーションスタイル，開発スタイルについて.NET技術

を中心にわかりやすく紹介している．

2） ソリューション

過去から蓄積してきたノウハウと.NETテクノロジを組み合わせ，どんなソリューショ

ンを開発したかが，このパートに位置する論文でわかる．日本ユニシスが開発した.NET

Framework ベースのミッションクリティカルシステムの構築・運用を支援するミドルウ

ェアMIDMOST for .NETの開発コンセプト，特長や有効性について「ミッションクリテ

ィカルシステム構築・運用支援ミドルウェアMIDMOST for .NET」で紹介している．

.NETテクノロジベースのミッションクリティカルシステムを構築する場合に.NET

Framework だけでは解決されない課題を，MIDMOST for .NETが如何にして解決した

かについて，また既存テクノロジとの融合を具現化するアーキテクチャについて，ミッシ

ョンクリティカルシステム構築サービス実践にもとづき解説している．.NETにおけるミ

ッションクリティカルシステム構築を検討する技術者にとって当論文は有用である．「SQL

Server Analysis Services のキューブ作成における集計パターンの最適化」は，大規模な

データを基にした多次元データ分析システムの構築経験をもとに，大規模なデータからキ

ューブを構築する際に課題となるキューブの処理時間と検索レスポンスの両立を実現する

方策を紹介している．多次元データ分析におけるこの課題解決の鍵は最適な集計パターン

の作成であるとし，集計パターン作成の考え方や作成方法について記している．そうした

手法に関する文献は現在のところ希少であり，実装経験に基づいて書かれた当論文は価値

あるものと言える．

3） 事 例

事例については 3編掲載した．「スマート・クライアント適用事例」は，マイクロソフ

ト社のリッチ・クライアント実装技術であるスマート・クライアントの適用事例を紹介

し，利用者にとって使いやすいシステム，ユーザビリティの高いシステムを構築する際の

考慮点について言及している．クライアント・サーバ方式やWEBアプリケーション方式

では，運用性と操作性はトレードオフの関係にあったが，それら両方の向上を追及するリ

ッチ・クライアント技術スマート・クライアント適用の実際を知ることができる．ナレッ

ジマネジメント，ワークフローなど，企業内情報共有システム構築サービスの経験をもと

に開発した商品Knowledge Web Board の有用性を記すために「情報共有ソリューション

Knowledge Web Board」がある．当論文では，情報共有システムとは何かを説き，それ

を実現するKnowledge Web Board の有効性について言及している．「.NET Framework

を活用したDMソリューション」は，通信販売ビジネス向けのDMソリューション IM-

PACT―DM R 3 の開発に.NET Framework や XML Web サービスを利用し，それらの技

術を実装する上での工夫や留意事項を紹介している．

7． お わ り に

.NET事業プログラムは，ビジネスとして機能するためのスキームとそれを実装するシステ

ムとサービスによって形成された一連の価値創造活動であった．.NETビジネスは，拡大する

成長事業として現在も進行中であり，もうすぐ 4年目をむかえる．

日本ユニシスは，.NETビジネスをさらに価値ある事業として成長させ，尚いっそう積極的
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な取り組みを行い.NETシステムインテグレータとして認知を高めていくことだろう．日本ユ

ニシスは，リアルタイムエンタープライズを目指すお客様のシステム将来構想を描き，お客様

の価値創造活動とそれを支える ITインフラストラクチャの実現に.NET製品やテクノロジを

駆使し SI を実践する．そして，お客様のリアルタイムビジネスを支える IT基盤やビジネス

ソリューションを実装し，最適な ITパートナーであり続けることを今日も目指している．そ

うした視座で編集された本号の.NETテクノロジ適用報告が，広く.NETによるシステム開発

に関わる皆様のお役に立てれば幸いである．
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